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IT (Information Technology):
・情報技術全般を指す
・ハードウェア、ソフトウェア、ネットワークなどの技術やシステム
・例：パソコン、サーバー、データベース、プログラミング言語など

ICT (Information and Communication Technology):
・ITにコミュニケーション要素を加えたもの、情報通信技術を指す
・情報伝達、共有、コミュニケーションを円滑に行うための技術やシステム
・例：電子メール、Web会議システム、SNS、クラウドサービスなど。

DX (Digital Transformation):
・デジタル技術を活用してビジネスモデルや組織文化を大きく変革する取り組み
・IT化やICT化にとどまらず、組織全体の変革を目的とする
・例：新たな業務モデルの創出、業務プロセスの効率化など。

医療DXの概要
～DX：デジタルトランスフォーメーションとは～



DX ：変革

データ活用

ICT ：情報共有

通信(つながり)

IT ：情報基盤

ＩＴ(情報技術)を基盤にして
データをつなげていくことで
ＩＣＴ(情報通信技術)として
情報共有を行う。さらに
データを活用することで、
DX(変革)を行い、新たな
価値を作り出していく。

例) 銀行→インターネットバンキング
⇒電子マネー
⇒ネットショッピング

医療DXの概要
～DX：デジタルトランスフォーメーションとは～



医療DXの概要

第1回「医療DX令和ビジョン2030」厚生労働省推進チーム【資料1】医療DXについて(2021年)、 https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_28128.html



医療DXの概要
～利用システムと診療形態の変化～

ＩＴ

ＩＣＴ
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第4回「医療DX令和ビジョン2030」厚生労働省推進チーム【資料2-2】全国医療情報プラットフォームの概要(2023年)、 https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_34874.html



厚生労働省、資料１医療DXの進捗状況について(第７回「医療DX令和ビジョン2030」厚生労働省推進チーム)、https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_59229.html



厚労省、資料１ 電子カルテ情報共有サービスに関する検討事項について(第26回健康・医療・介護情報利活用検討会 医療等情報利活用ワーキンググループ)、2025-12-10







多職種連携
ネットワーク

東京都は「東京総合
医療ネットワーク」

市区町村で行う
多職種連携ネットワーク

地域医療連携
ネットワーク

電
子
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報

電子カルテ情報と
さまざまなネットワーク全国医療情報

プラットフォーム



多職種連携
ネットワーク

地域医療連携
ネットワーク

介護 医療

全国医療情報
プラットフォーム

静的データ

動静的データ



(長島 公之，月刊福祉101巻11号 ，2018)より承諾を得て一部改変

医療機関における医療DXへの道
～地域医療連携と多職種連携～
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医療機関における医療DXへの道
～地域医療連携と多職種連携～



東京総合医療ネットワーク



東京総合医療ネットワーク

阿曽沼 元、「何故に医療情報の共有＆利活⽤は進まないのか」：ＡＩ経済検討会座長ヒアリング（第１回・2022年３月10日）、https://www.soumu.go.jp/main_content/000806307.pd（2025年12月参照）



2018年11月に8病院で本格運用開始

東京総合医療ネットワーク



年月をかけて接続方法を進化させてきました

東京総合医療ネットワーク

完了



東京総合医療ネットワーク

4つの異なる電子カルテ連携システムを
標準規格（IHE）で結び、ひとつの名寄せで
相互の患者データ交換をおこなう方式です

統合MPI







機能拡張１：
患者メモ・ノート機能を用いた汎用データ交換

2021年9月実現

2022年12月実現

東京総合医療ネットワーク

2023年4月実現





文書やキー画像などをJPEG・GIF・PNG・PDFで交換します

患者メモ・ノート機能を用いた汎用データ交換



機能拡張２：閲覧先画像ビューワの遠隔表示

2021年9月実現

2023年4月実現

2022年12月実現

東京総合医療ネットワーク

2025年3月実現



東京総合医療ネットワーク

HumanBridgeの画面から、
ID-LINKの画像ビューワーを
閲覧できる仕組み



東京総合医療ネットワーク

土谷純一(m3.com)、「異なる電カル同士でも画像閲覧可能に、都総合医療ネット」、2024年8月16日、https://www.m3.com/news/iryoishin/1228568 (2025年9月参照)

日本医大病院から都立豊島病院の電子カルテに東総医療ネット経由で
アクセスし、双方で同じ画像を表示することが可能なことを確認

異なるベンダーの画像閲覧が可能になる（一部検証中）

実証実験の様子



機能拡張３：救急時カルテ公開機能

東京総合医療ネットワーク

(1)”ベンダごと”の救急時カルテ参照の
運用開始に向けて

①HumanBridge同士（ドメイン越え）
 日本医大 –いずみ記念病院

②ID-Link同士（EMS機能）

(2)”ベンダ横断”での救急時カルテ参照
の

運用開始に向けた技術的検討

①実現方式の検討
 各製品で実装されている機能の有無
 東総医におけるデータ連携を考慮
 →対応を継続検討中



東京総合医療ネットワーク

(1)①HumanBridge
病院同士で担当医自身による
簡単な登録での運用が始まる

電話連絡を取りながら
紹介先病院のドクター
を登録します



東京総合医療ネットワーク

(1)①HumanBridge：実証実験の様子

・日本医大病院といずみ記念病院で実証実験を実施し、操作を確認
・緊急時に他方へアクセスしカルテデータ表示が可能なことを確認
・「救急時カルテ公開機能説明会」を2026年1月に実施予定



東京総合医療ネットワーク

(1) ②ID-Linkの病院同士は標準機能EMSが使えます

能登地方地震の際には
非常に役立ったと報告



東京総合医療ネットワーク

東京総合医療ネットワーク会員数

→この1年で大きく増加している
(閲覧施設が多くなっている）















さいごに

•医療DXの概要

•全国医療情報プラットフォーム

•東京総合医療ネットワーク

•多職種連携システム

•東京都「医療機関における医療DXの推進」

これからも医療DXは進んでいく
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